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 見
て
く
れ 

こ
の
木
を 

嵐
に
ざ
わ
め
く
木
だ 

人
民
の
木
だ 

木
の
葉
が 

樹
液
か
ら
萌
え
出
る
よ
う
に 

英
雄
た
ち
は 

大
地
か
ら 

湧
き
出
る 

そ
し
て 

風
が
吹
け
ば 

木
の
茂
み
は 

い
っ
せ
い
に 

ざ
わ
め
き
鳴
り 

パ
ン
の
種
子
は 

熟
れ
て 

ふ
た
た
び 

地
に
落
ち
る 
 

そ
れ
は 

自
由
な
人
間
た
ち
の
木
だ 

大
地
の
木
だ 

雲
の
木
だ 

パ
ン
の
木
だ 

矢
の
木
だ 

く
び
き
の
木
だ 

炎
の
木
だ 

わ
れ
ら
の 

暗
い
夜
の
時
代
の 

嵐
に
荒
れ
狂
う
波
は 

こ
の
木
を
呑
み
こ
も
う
と
す
る 

し
か
し 

力
強
い
こ
の
木
の
し
る
し
で
あ
る 

そ
の
マ
ス
ト
は 

揺
れ
て
い
る
の
だ 

 

さ
あ 

き
み
は 

そ
の
髪
の
毛
の
う
え
に 

 

身
を
か
が
め 

よ
み
が
え
っ
た 

そ
の
光
に
触
れ
る
が
い
い 

そ
の
工
場
の
中
に 

手
を
さ
し
入
れ
る
が
い
い 

そ
の
工
場
で
は 

勝
ち
と
っ
た
成
果
が 

 

生
き
生
き
と
し
て 

毎
日 

光
を
伝
播
し
て
い
る
の
だ 

さ
あ 

き
み
の
手
の
中
の
大
地
を
も
ち
あ
げ 

そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
わ
か
ち
あ
う
が
い
い 

き
み
の
パ
ン
と 

き
み
の
林
檎
を
と
れ 

き
み
の
心
と 

き
み
の
馬
を
と
れ 

 
花
冠
の
未
来
を
ま
も
れ 

不
吉
な
夜
夜
を
と
も
に
見
張
り 

あ
け
ぼ
の
の
輪
を 

見
ま
も
れ 

星
の
降
る
よ
う
な
高
み
を
望
み
な
が
ら 

木
を
し
っ
か
り
と
支
え
ろ 

大
地
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
伸
び
て
ゆ
く
木
を 

 
 
 

（
パ
ブ
ロ
・
ネ
ル
ー
ダ
「
解
放
者
た
ち
」） 

  

　大島博光記念館 企画展
  チリのキルト=アルピジェラ
  に出会う

2013年5月3日～10月31日
＊9月15日 高橋正明氏(元チリ連常任) 講演
  ”アルピジェラとチリの女性たち”

大島博光記念館開館５周年記念
神野優子・宮林陽子

ヴァイオリン コンサート
　　　　７月14日 (土) 16:00 
　　　　　 松代文化ホール

　　西島史子 朗読の会
　　　　5月18日 (土) 16:00 
・辻邦生「花のレクイエム」より
・大島博光・金子みすず・北原白秋  他

朗読と読み聞かせの実技講座
　 　   5月19日 (日) 10:00 （要予約）



（２）

博光/静江物語（６）チリ人民連帯とヨーロッパ旅行（1970年代）
 

 

一
九
七
一
年
、
パ
ブ
ロ
・
ネ
ル
ー
ダ

が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
、
翌
年
、

博
光
は
『
ネ
ル
ー
ダ
詩
集
』（
角
川
書

店
）
を
出
し
た
。
一
九
七
三
年
九
月
十

一
日
、チ
リ
で
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ

り
ア
ジ
ェ
ン
デ
社
会
主
義
政
権
が
倒

さ
れ
、軍
に
よ
る
弾
圧
と
殺
戮
が
行
わ

れ
る
と
、世
界
中
で
チ
リ
の
人
権
と
民

主
主
義
を
支
援
す
る
運
動
が
起
こ
っ

た
。
一
九
七
四
年
二
月
、
チ
リ
人
民
支

援
連
帯
日
本
委
員
会
が
創
立
さ
れ
、大

島
博
光
は
ネ
ル
ー
ダ
の
縁
で
代
表
幹

事
の
一
人
に
就
い
た
。チ
リ
人
民
連
帯

の
運
動
は
文
学
、映
画
、演
劇
、美
術
、

写
真
、音
楽
な
ど
多
様
な
文
化
活
動
と

結
び
つ
い
て
多
彩
で
広
範
な
運
動
と

な
っ
た
。
博
光
は
一
九
七
八
年
十
一

月
、マ
ド
リ
ー
ド
に
お
け
る
チ
リ
連
帯

国
際
会
議
に
出
席
し
、日
本
の
運
動
に

つ
い
て
発
言
し
た
。 

 

チ
リ
で
は
長
年
の
民
主
化
運
動
が

実
を
結
び
、一
九
八
九
年
の
大
統
領
選

挙
で
民
主
化
勢
力
が
勝
利
、翌
年
民
政

移
管
が
実
現
し
た
。連
帯
委
員
会
は
目

的
を
達
成
し
一
九
九
一
年
解
散
し
た
。 

チリ連帯国際会議にて間島三樹夫氏（左）らと。
右に日本の運動を紹介する写真パネル、後にアル
ピジェラが展示されている。（1978年11月）

 き
み
は 

わ
た
し
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た 

パ
リ
の
東
駅
か
ら 

シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ
ル
ヘ 

ラ
ン
ボ
オ
の
生
地
と 

博
物
館
を
訪
れ
る
た
め 

 

詩
人
が
歌
っ
た
ま
ま
の 

駅
前
公
園
の
音
楽
堂
よ 

辺
境
の
町
の 

紅
す
も
も
の
街
路
樹
よ 

ム
ー
ズ
の
岸
べ
の
水
車
小
屋
よ 

資
料
館
よ 

 

き
み
は 

わ
た
し
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た 

モ
ン
・
ブ
ラ
ン
山
塊
の
エ
イ
ギ
ィ
ユ
・
デ
ュ
・
ミ
デ
ィ
ヘ 

シ
ャ
モ
ニ
イ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
で 

三
八
四
二
メ
ー
ト
ル 

 
は
る
か
右
手
の
高
み
に 

首
峰
の
ド
ー
ム
が
か
す
み 

聳
え
立
つ
針
峰
群
の
下 

雪
原
を
す
す
む 

登
山
家
の
隊
列
が 

豆
粒
の
よ
う
に
見
え
た 

 

さ
ら
に 

イ
タ
リ
イ
側
の
ク
ー
ル
マ
イ
ユ
ー
ル
へ
と 

氷
河
の
上
を
ケ
ー
ブ
ル
は 

わ
た
し
ら
を
運
ん
だ 

モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
が 
う
す
バ
ラ
色
に
煙
っ
て
い
た 

 

き
み
は 

わ
た
し
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た 

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の 

巨
大
な
古
代
競
技
場
の
石
の
席
へ 

巨
大
な
屋
外
舞
台
で
の 

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
へ 

 

 

 

め
い
め
い
手
に
し
た
百
千
の
蝋
燭
の
火
の
揺
れ
る
な
か 

イ
タ
リ
イ
の
夏
の
夜
空
の
し
た
で 

始
ま
っ
た 

幻
の
よ
う
な
オ
ペ
ラ
よ 

「
ト
ウ
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
よ 

 

き
み
は 

わ
た
し
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た 

「
花
の
ド
ー
モ
」
か
ら 

ウ
フ
ィ
ッ
チ
美
術
館
へ 

わ
た
し
は 

夢
の
「
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
」
を
見
た 

 

そ
し
て
ア
ル
ノ
河
に
面
し
た
二
階
の
テ
ラ
ス
か
ら 

河
い
っ
ぱ
い
に
群
が
る 

緋
鯉
の
群
に
見
と
れ
た 

│
│
こ
の
つ
ぎ
に
は 

釣
竿
を
持
っ
て
来
よ
う
・
・
・ 

 

す
る
と 

き
み
が
や
っ
て
き
て
責
め
た
て
た
も
の
だ 

「
だ
め
じ
ゃ
な
い
の 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
き
て
ま
で 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
見
な
い
で 

鯉
ば
か
り
見
て
い
て
」 

 

き
み
は 

わ
た
し
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た 

と
て
も
遠
い 

峠
の
か
な
た
の
光
と
影
の
国
へ 

と
て
も
高
い 

眼
も
く
ら
む
よ
う
な
夢
の
世
界
へ 

  
 
 
 
 
 
 
 

（
詩
集
『
老
い
た
る
オ
ル
フ
ェ
の
歌
』
） 

きみはわたしを連れて行ってくれた
　　　　　　　　　大島博光

 術
館
、
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
美
術
館
、
グ

ラ
ン
・
パ
レ
美
術
館
や
ベ
ル
サ
イ
ユ
と

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
宮
殿
、
中
世

の
ゴ
チ
ッ
ク
寺
院
等
を
見
て
回
っ
た
。 

 

対
独
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
や
パ
リ
・
コ
ミ

ュ
ー
ン
の
史
跡
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
ら
敬

愛
す
る
詩
人
の
墓
を
訪
れ
て
大
き
な
刺

激
を
受
け
た
博
光
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
詩

集
」
を
書
く
。 

 

「
パ
リ
の
働
く
婦
人
た
ち
」 

 

静
江
は
フ
ラ
ン
ス
で
ふ
れ
た
女
性
の

働
く
姿
を
自
分
の
生
き
方
に
重
ね
て
エ

ッ
セ
イ
を
書
い
た
。
「
今
ま
で
娘
に
よ

く
『
お
母
さ
ん
は
一
二
〇
％
も
労
働
を 

パリ・シャイヨー宮にて（1975年）

 し
つ
づ
け
て
き
た
の
だ
か
ら
五
十
を
過

ぎ
た
ら
静
か
な
生
活
に
入
っ
て
読
書
と

創
作
の
生
活
を
し
た
ら
』
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
一

番
の
お
土
産
は
、
年
齢
に
関
り
な
く
、

何
才
ま
で
も
能
力
に
応
じ
た
生
産
の
場

に
加
わ
り
、
労
働
し
、
勉
強
し
て
ゆ
こ

う
と
云
う
果
し
な
い
希
望
で
し
た
。
」 

 

そ
の
後
も
夏
休
み
を
と
っ
て
イ
タ
リ

ア
や
ス
イ
ス
を
訪
れ
、
絵
画
や
音
楽
、

登
山
を
楽
し
ん
だ
。
楽
し
か
っ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
の
思
い
出
を
博
光
は
詩

「
き
み
は
わ
た
し
を
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
」
に
書
い
て
い
る
。 

 ゴ
ヤ
の
光
と
闇
が 

い
ま
も
生
き
て

い
る
市
（
ま
ち
）
マ
ド
リ
ー
ド 

ネ
ル
ー
ダ
が
、最
初
の
血
の
叫
び
を
あ

け
た
市
（
ま
ち
）
マ
ド
リ
ー
ド 

ふ
た
た
び
世
界
じ
ゅ
う
か
ら
ひ
と
び

と
が
や
っ
て
く
る 

ど
ん
な
距
離
を
も
越
え
る 

熱
い
連

帯
を
い
だ
い
て 

 

そ
こ
に
コ
ル
バ
ラ
ン
が
い
る 

ア
ジ

ェ
ン
デ
夫
人
が
い
る 

ピ
カ
ソ
夫
人
が
い
る 

ビ
ク
ト
ル・ハ

ラ
未
亡
人
が
い
る 

 

詩
人
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
が
い
る 

エ
フ

ト
シ
ェ
ン
コ
が
い
る 

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
婦
人
代
表
が
い
る 

ベ
ト
ナ
ム
が
い
る
…
… 

 

血
塗
ら
れ
た
チ
リ
人
民
へ
の
連
帯
と

あ
い
さ
つ
と 

フ
ァ
シ
ズ
ム
ヘ
の
怒
り
が
、場
内
に
熱

く
み
な
ぎ
る
… 

（「
マ
ド
リ
ー
ド
一
九
七
八
年
十
一
月 

│
│
チ
リ
連
帯
国
際
会
議
で
」
） 

チリ連帯国際会議にて発言

 

 

初
め
て
海
外
旅
行 

 

静
江
五
〇
歳
の
一
九
七
四
年
八
月
、

二
人
で
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
旅
行
を
し

た
。
念
願
だ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
ビ
ル
の
ラ

ン
ボ
オ
博
物
館
を
訪
れ
、
ル
ー
ヴ
ル
美 

 



（３） 2013.4.20

バシックさん (チリ出身 人権活動家) が講演
”アルピジェラと詩”──チリ現代史の語り部

 

 

世
界
中

展
覧
会

開大
島
博
光
記
念
館

調
査
す

来
日

二
月

十
六
日

詩

題

講
演

共
同

作
業

東
北
学
院
大
学

酒
井
朋
子
先

生

対
談

通
訳

 

 
賞
詩
人

捧

詩

女

夜 

出

語

朗
読

使

講
演

民
俗
工
芸

百
年

伝

統

七
十
三

年
九
月

軍
事

以
降

貧
困

政
治
的
抑
圧

告
発
す

手

段

貧
困
地
区

女
性

作

女
性

作

業
所

集

輪

作

辛

経
験

共
有

支

九
〇
年

軍
事
独
裁

終

後

独
裁
中

起

忘 

 

描

 

 

大
島
博
光
記
念
館

人
民
連
帯
日
本
委
員
会

高

橋
正
明
氏

一
九
八
九
年

訪
問

人
々

交
流

際

購

入

日
本

持

帰

日
本

支
援

感
謝

込

点

特
別

価
値

保
存

活
用
す

活

動

参
加

欲

 

 

 

話

聞

軍
事
政
権
下

夫

や
息
子

女
性

実
態

伝

力

合

製
作

知

 

 

誰

平
等

太
陽

光

描

自
分

生
活

場

家
や

山

描

働

人
々

描

す

軍
事
政
権
下

悲

や
苦

難

体
験

彼
女

一

枚
一
枚

色

や

布
や
一
針
一

針

悲
観
的

感

ず

抑
圧

負

す

彼
女

力
強

や
優

明

感

す

民
主
主

義
や
自
由

平
和

願

人
間

生

す

女
性

連
帯

す

力

 

 

最
後

 

  

 輪

会
場

皆

勝
利
す

声
高

歌

心

歌

遠

国

女
性

運
動

思

熱

 

 

今

日
本

憲
法
九
条

問
題

大
震
災
復
興

原
発

様
々

問
題

山
積

す

人
間

生

社
会

願

声

人
々

連
帯

私

思

一
日

 

狼
煙

七
一
号

 

  

チリの女性たちが実際に作っている様子
をビデオ視聴 （高橋正明氏が撮影）

 バ
シ
ッ
ク
さ
ん
の
話
を
お
聞
き
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉
木
信
子 

 

「孤独なクエカ」を紹介　

 

 

原
作

忠
実

主
演

一
九
五
七

年

成
長

父
親
代

公
園

散
歩
す

姿

優
雅

姿

一
目
惚

発

聞

革
命

殉

決
意

固

想

寄

武
装
蜂
起

加

恋

ず

案
人
物
相
関

物
語

最

大

場

共
和
主
義
者
達

武
装

蜂
起

六
月
反
乱

す
す

武
装
蜂
起

分

全
滅

一

人
救
出

平
穏

貴

族

生
活

幸
福

結
婚
生
活

入

 

映画「レ・ミゼラブル」1957年版と2012年版

 

 

二
人

看
取

愛

最

大
切

臨
終

言
葉

神
父

慈
悲

人
間
愛

目
覚

奉

生

抜

満
足

散

若
者

何

？
釈
然

 
 

最
近
公
開

二
〇

一
二

映
画
化

面
白

臨
終

天
国

向

歩

闘

散

若

者

民
衆

歌

歌

迎

 
  

闘

者

歌

聞

 
 

鼓
動

響

合

 
 

新

熱

命

始

 
  

列

入

！
我

味
方

 
 

 

砦

向

 

世
界 

 

聞

 

響

 
 

彼

夢
見

 

明
日

来

 
  

民
衆

闘

仲
間
達

力

結

自
由

闘

終

高

歌

感
動
的

 

リュクサンブール公園を散歩するコゼッ
トと、見初めるマリユス（1957年版）

 ＊
博
光
が
十
八
歳
の
時
、
長
野
で
見
て
フ

ラ
ン
ス
文
化
に
開
眼
し
た
と
言
う
一
九
二

五
年
ア
ン
リ
・
フ
ェ
ス
ク
ー
ル
監
督
版
、

一
昨
年
早
稲
田
大
学
で
デ
ジ
タ
ル
復
元
さ

れ
八
〇
年
ぶ
り
に
上
映
さ
れ
た
と
い
う
。

幻
の
名
画
を
見
た
い
も
の
で
す
。 

 

合唱団メンバーが参加し
てベンセレモスを合唱

 

同

問
題
や
苦

 
者
同
士

集

作

言
葉

経
験
や
感
情

重
要

営

 

 

本
展
覧
会

展
示

作
品

独
裁
体
制

終

向

す

一
九
八
〇
年
代
後
半

一
九

九
〇
年

作
成

過
去

政
治
暴
力

忘

す

意
志
や

新

時
代

希
望

感

す

素
朴

人
形

縫

色
鮮

や

愛

壁

社
会

政
治

要
求
や
家
族

深

思

込

見

私

自
身

経
験

や
感
情

訴

 

 

酒
井
朋
子 

東
北
学
院
大
学

 

 

 

民
衆

暮

様
子

描

伝
統
的

一
九
七
三
年

独
裁
体
制

始

抑
圧
状
況

貧
困
地
区

中
心

作

新

動

す

貧
困
地
区

女
性

や
小
麦
粉

袋

裏
地

古

着
や
使

古

端
切

用

自
分

自
身

経
験

描

す

政
治
犯

嫌
疑

行
方
不
明

家
族

訴

や

貧

生
活

助

合

描

ず

日
々

生
活

経
験

根

満

す

 

 

海
外

支
援
団
体

販
売

作

手

ず

生
活

足

 

 企 画 展  

チリのキルト=アルピジェラに出会う
2013年5月3日～10月31日

■大島博光記念館展示室   入場無料
■開館時間 10:00～17:00 
■休館日 月曜日 (休日の場合は火曜日）
＊9月15日15:00 高橋正明氏講演
  ”アルピジェラとチリの女性たち”
「ピノチェト・ノーの勝利」 (1990年ごろ )

「共同なべの食事を待つ子どもたち」



 【
編
集
後
記
】 

■
ア
ル
ピ
ジ
ェ
ラ
の
報
道
を
見
て

大
勢
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
女
性

が
圧
倒
的
。
バ
シ
ッ
ク
さ
ん
・
酒
井

先
生
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

ア
ル
ピ
ジ
ェ
ラ
展
を
開
き
ま
す
。
元

気
な
人
形
た
ち
に
会
い
に
来
て
下

さ
い
。 

■
バ
シ
ッ
ク
さ
ん
は
と
て
も
活
動

的
か
つ
打
ち
解
け
た
方
で
、
交
流
会

で
も
酒
井
先
生
の
ペ
ラ
ペ
ラ
通
訳

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
菜
食
主
義

者
と
き
い
て
、
お
昼
の
メ
ニ
ュ
ー
を

は
な
や
店
長
が
悩
み
ま
し
た
が
、
お

ソ
バ
が
Ｏ
Ｋ
、
ベ
ー
コ
ン
抜
き
の
ガ

レ
ッ
ト
が
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
、
野
菜
の

天
ぷ
ら
、
お
や
き
も
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。 

■
「
松
代
大
本
営
を
歌
う
組
曲
│
光

の
種
子
を
ま
く
と
き
」
の
楽
譜
が
新

し
く
完
成
し
ま
し
た
。
地
下
壕
と
合

わ
せ
て
記
念
館
見
学
の
良
い
機
会

に
な
れ
ば
と
大
期
待
。 

■
バ
ラ
園
の
バ
ラ
は
矢
野
さ
ん
と

バ
ラ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
の
熱
心
な

手
入
れ
で
元
気
に
芽
吹
い
て
い
ま

す
。
入
り
口
花
壇
は
新
株
を
入
れ
て

大
幅
衣
替
え
。
五
月
下
旬
か
ら
の
シ

ー
ズ
ン
を
お
楽
し
み
に
！ 

（４）

大島博光記念館友の会総会
にご参加下さい

　5月18日（土）15:00~15:45 

友の会会費納入とカンパ
ありがとうございました
1月から4月17日までに206名の方から

友の会会費を納めて頂き、42名の方

からカンパ（合計189,050円）が寄せら
れました。ありがとうございました。

＊書籍購入等にも下記口座をご利用
下さい。

＜郵便振替＞

 口座番号 00560-2-59916　
加入者名:大島博光記念館をつくる会

＜日誌＞
1月12日 八町敏男詩集出版を祝う会/新年会
　　　　名画鑑賞会「ラ・マンチャの男」
1月20日 バラ剪定講習会
1月26日 うたごえ喫茶
2月9日 名画鑑賞会「少年時代」16名
2月10日 矢野さんバラ作業
2月10日～17日 バシックさん・酒井先生滞在
2月16日 バシックさん講演 ”アルピジェラと詩”
2月23日 うたごえ喫茶  27名
3月2日～3日 矢野さんバラ作業
3月9日 名画鑑賞会「レ・ミゼラブル」11名
3月23日 うたごえ喫茶  28名　
3月31日 長野詩人会議「狼煙」発行
4月13日 名画鑑賞会「モダン・タイムス」

＊西島史子 朗読の会を開きます
　5月18日（土）16:00 （友の会総会のあと）

　・大島博光/詩　・金子みすず/詩

　・北原白秋「五十音の歌」

　・辻邦生「花のレクイエム」より

　・原田宗典「ぜつぼうの濁点」

＊朗読と読み聞かせの実技講座
　 5月19日 (日) 10:00 募集人数10名
　・実技を中心にしますので、練習したい作品をご自分で選んで

　　持参して下さい。長い作品は一部でも結構です。
 ＊

西
島
史
子
さ
ん
は
東
京

在
住
の
朗
読
家
。
大
島
博

光
と
は
一
九
七
八
年
五
月

の
「
ネ
ル
ー
ダ
の
会
」
か

ら
親
交
が
あ
り
、
吉
祥
寺

「
と
も
し
び
」
で
詩
の
朗

読
会
を
し
た
り
、
服
部
伸

六
の
出
版
記
念
会
に
博
光

の
名
代
と
し
て
出
席
。
ア

ラ
ゴ
ン
研
究
家
の
川
上
勉

先
生
（
立
命
館
大
学
名
誉

教
授
）
を
博
光
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。
博
光
記
念
館

が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は

毎
年
訪
れ
て
、
心
に
沁
み

る
朗
読
の
世
界
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　　　　　　＜スケジュール＞
5月3日～10月31日 
　企画展：チリのキルト=アルピジェラに出会う
5月18日 (土) 15:00 友の会総会
　　　　　　16:00 西島史子朗読の会
5月19日 (日) 西島史子朗読よみきかせ実技講座
6月9日（日）記念館バラ祭り
7月13日（土）松代文化ホールにて
 記念館5周年 神野/宮林ヴァイオリンコンサート
9月15日 講演 ”アルピジェラとチリの女性たち”
　高橋正明元東京外国語大学教授, 元チリ連常任
10月　柳沢さつきさん講演会
　　「信州モンパルナスの詩人たち」
11月　秋のバラ祭り
12月　クリスマス会 
定例：詩を読む会,名画鑑賞会（毎月第２土曜日）
　　　うたごえ喫茶（毎月第４土曜日）
【おことわり】記念館ニュース24号でお知らせし
ました「私とピカソ──大島博光のピカソ鑑賞」
は本年は中止し、別の機会に行うこととします。

実物に触れて胸が一杯です
──東京からアルピジェラを見に来ました

  

バ
シ
ッ
ク
さ
ん
が
書
い
た

日
経
の
記
事
を
見
て
友
人
と

訪
れ
た
後
藤
さ
ん
、 

「
本
物
の
ア
ル
ピ
ジ
ェ
ラ
に

触
れ
、
作
っ
た
女
性
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
涙
が
止

ま
ら
な
く
な
っ
た
、
皆
が
支

え
あ
っ
て
逞
し
く
生
き
て
き

た
こ
と
を
知
り
生
き
る
力
を

も
ら
っ
た
。
展
覧
会
を
開
く

時
は
ぜ
ひ
来
ま
す
」 

長野詩人会議機関誌「狼
煙」第71号が３月末に発

行されました。（500円）

大島博光記念館開館５周年記念
神野優子・宮林陽子

ヴァイオリン コンサート
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  “アンネのバラ”咲く庭園　　　　矢野富子

 庭でバラの手入れをしていると、記念館を訪れた見

ず知らずの方が寄ってきて「アンネのバラはどれです

か？」と時々尋ねられる。庭園の中の2百種を超える
品種の中からこの”アンネのバラ”だけを名指しでこら

れたのだから、まだ蕾であったり、時期的に散ってし

まった後の時は本当に申し訳なく思ってしまいます。
　 読者の皆さんでバラの品種名をあまりご存じない方でも、“アンネの

バラ”ってもしかしたら「アンネの日記」に関係あるバラかしら？と思わ

れた方は、かなり勘の鋭い方ですね。そうなんです。”アンネのバ
ラ”は”1960年にSouvenir d'Anne　 Frank”（アンネ　フランクの形見）と

命名され、世界中で「アンネの日記」に感動した人々やバラを愛する

人々、アンネの意思を受け継ぐ人々の手によって広がったバラです。

 アンネのバラが最初に日本にやってきたのは1972年といわれていま
す。それから今年で40年余り経ちますが、当記念館のバラも、やはりア

ンネの意思を受け継いだ地元の中沢忠実さんから大切に贈られたも

のです。
 来訪者に人気のアンネのバラですが、

現在庭園に5本の開花可能なバラが植え

てありますので、お越しの際は是非じっく
りと観賞なさってください。さらにその他

にも現在育成中のアンネのバラ3本も出

番を待っています。今後、アンネのバラ

の由来を特別に書き記した案内板のよう
なものを作り、このバラのもつ歴史的な背景についても多くの皆さんに

知っていただければと思っております。

2013年７月14日 (土曜) 16:00開演
松代文化ホール   前売り券3,000円

大島博光記念館バラ祭り 6月9日(日)10:00～16:00


